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  現在、原型炉ダイバータでの非接触プラズマや熱

負荷の評価は、異なるシミュレーションコード（日

本では SONIC, 欧州では SOLPS-ITER）で行われてい

る。BA 原型炉設計活動（DDA）では、相互間のモデル

比較と計算結果を確認するため、先に欧州原型炉で

実施された SOLPS-ITER 計算結果に対応する条件（EU

原型炉のプラズマ平衡配位とダイバータ形状（図 a）、

主プラズマ境界からの熱排出 Pout：160 MW, アルゴ

ン不純物入射による放射損失量 Praddiv：96-120 MW、

ITER よりも大量の重水素ガスパフおよび排気) を

使用して SONIC による計算を行った。SOL およびダ

イバータでの放射損失割合（frad = Praddiv/Psep）を 70%

に高めると外側ダイバータのストライク点近くで非

接触プラズマが発生した（図 b,c）。熱負荷ピークは、

ストライク点近くの接触プラズマ境界領域に現れ、

プラズマ熱流成分が顕著なため12 MW/m2と定常運転

の許容値（約 10 MW/m2）を越える。 

さらに fradを 80%まで増加すると部分非接触プラズ

マ領域が広がり（約 9cm）、プラズマ温度は 1−2eV に 

低下し、プラズマ熱流成分も低減する（図 d,e）。一

方、部分非接触領域でプラズマ密度は高く、表面再

結合や中性粒子による熱負荷ピークが現れるが、10 

MW/m2以下に低減でき、欧州による SOLPS-ITER での

結果に近づく。また、SOL での磁力線に沿う熱流束

分布もセパラトリクス付近では電子熱伝導成分が主

であるが、外側 SOL ではイオン熱流束が大きく、外

側ダイバータでの接触プラズマ領域と相関する｡ 

  今回は、主要なパラメータ（ガスパフ量や主プラ

ズマからの排出粒子束、放射損失、熱･粒子拡散係数）

のスキャンを行った結果から、非接触ダイバータプ

ラズマの発生状況およびプラズマ温度･密度や熱負

荷分布の変化をまとめ、上記の入力パラメータの影

響について報告する。 
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図(a) SONIC で使用した EU-DEMO ダイバータ付近の計算メッシュ. SOL およびダイバータでの放射損失

が Psep(~155MW)の 70％（中央）および 80％（右）での外側ダイバータ板での(b)(d)プラズマ温度および電

子密度分布, (c)(e)熱負荷成分（プラズマ輸送, 表面再結合, 放射パワー, 中性粒子）を加算した分布. 


